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ʲアʳ
ே日Ի᷂ڹʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ දࢴ 3

ʲカʳ
カϠόシステムマシφリʔ᷂ʜʜʜʜ 後෇ 4

ίϕϧί建᷂ػʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 後෇ 1
ίマπʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ දࢴ 4

ʲλʳ
大和᷂޻ػʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ දࢴ 2

ʲマʳ
マϧマテΫχカ᷂ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 後෇ 3
三ּ᷂ۀ࢈ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 後෇ 2

ʲϠʳ
٢Ӭػց᷂ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ දࢴ 2

　大ࢢࡕ「あ΂のハϧカス」（Ѩ部໺ڮλʔϛφϧϏϧ
λϫʔؗ）の施޻中の༷ࢠをऩΊたۭࣸߤਅ。౎৺部狭

খ地において，λϫʔΫレʔϯ，ঢ降ࣜ֎装ཆ生フレʔ
ム，ஈࠩ部෼をར用し変ଇ的なࡐࢿ༲ॏをしながΒ，敷
地一ഋに高さ 300 N の௒高層Ϗϧを建ઃしている。
　「あ΂のハϧカス」は2013年6月に一部施ઃがઌߦΦʔ
ϓϯし，供用しながΒ 2014 年 7 月のάラϯドΦʔϓϯ
に͚޲施޻をਐΊている。

都心部狭小地における超高層・大深度ビル建設工事
ࣸਅ提供 ： ᷂஛中޻務ళ

◇表紙写真説明◇

 3 巻頭言　ࣾձࢿ本のΤイジϯάにରԠするロϘットٕज़のల๬ ʜʜʜʜʜʜ 下܄　　ࢁ
 4 建ઃ施޻現৔にお͚るলΤωϧΪʔԽਪਐ・௿୸ૉࣾܕձ構築΁の取組み 

 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ٢ా　　ܿ
 8 建ઃ現৔のࡐػࢿのӡൖをলྗԽするフレキシブϧਫ平ൖૹシステムの։発 

 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ౔Ҫ　　ڿ・大本　ֆར
 13 140 N ௒高層建物にお͚るดܕ࠯ղମࣄ޻ 

テίレッϓシステム　چάラϯドϓリϯスϗテϧ੺ࡔղମࣄ޻΁のద用 
 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ໼島　ਗ਼ݪࢢ・ࢤ　ӳथ

 20 HS1$ 構ਅபの։発 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ Ҵా　തจ
 25 ジャッキμ΢ϯࣜڥ؀഑ྀܕϏϧղମ޻法の 100 N を௒える௒高層Ϗϧ΁のద用 

ࣛ島カットアϯドμ΢ϯ޻法 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ দੴ　Ղٱ・大ڮ　正Ի・ਫ୩　　྄
 31 ѹண઀合による耐震補強ٕज़　Ҡ動可能な耐震補強޻法 ʜʜʜʜ ౉ᬒ　高࿕・Ѩ部ึࡊඒ
 36 既存ఱҪの後෇耐震改修構法の։発　άリッドαϙʔト構法 ʜʜʜʜʜʜʜʜ ᓎఉ　ه඙
 42 ௒高層建଄物を実現する，耐震安全性に༏Εた高ுྗԁ؅߯ܗの։発 

 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ప༤　ޱࢁ
 47 ౎৺部狭খ地にお͚る௒高層・大ਂ度Ϗϧ建ઃ手法の঺հ 

「あ΂のハϧカス（Ѩ部໺ڮλʔϛφϧϏϧ）」λϫʔؗ建ઃࣄ޻の施޻方法 ʜʜʜ ஛内　੣一
 52 Ճ଎度ηϯαʔを用いたίϯΫリʔトଧॏͶ࣌間؅ཧシステムの現৔ద用 

 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ߳月　ହथ・ക本　फ޺・അ৔　ே೭
 55 మےを内ଂしたίϯΫリʔトॆర߯؅構଄を࠾用した高層ෳ合Ϗϧの施޻ 

$'5-R ଄ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ઙҪ　　७
 60 ハイブリッド中間階免震改修の施޻　Hy-Retro 構法 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ླ໦　　ږ
 67 SR$�R$ 構଄物ղମのڥ؀負ՙを大෯ܰ減するղମ޻法 

シϛζ・Ϋʔϧカットղମ޻法 ʜʜʜʜʜʜʜʜ Ԟࢁ　৴ത・大֞　　ത・ኍ੉　　๛
 73 交流の広場　ҟۀछڠಇでߟえるະདྷのඦ՟ళ ʜ 岩⃻　ߊ඙・大஛　തจ・岩ࡔ　র೭
 77 ず い そ う　後ഐに఻えたいこと ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ໦୩　फ一
 78 ず い そ う　家଒αʔϏス ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 三໺༰ࢤ࿠
 79 JCMA報告　平成 25 年度　一ൠࣾஂ法ਓ日本建ઃػց施ڠ޻ձձ௕৆　ड৆ۀ੷（その 3 ） 

 「システム޻世୅ແਓԽ施࣍」で活༂するࣄ޻چ災害෮ྗࢠݪ৆　福島ݙߩ（3）
　　 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ࣛ島建ઃ᷂ 

（4）঑ྭ৆　ドライアイスブラスト޻法を用いたআછ装置「%# আછロϘ」の։発 
　　 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 大成建ઃ᷂・᷂東洋ϢχΦϯ

 86 トピックス　第 5 回ものͮくり日本大৆内ֳ૯ཧ大ਉ৆ड৆ ʜ 日本建ઃػց施ڠ޻ձ東北ࢧ部
 88 CMI  報  告　「৘報Խ施ݚ޻修ձ」の現ঢ়と課題 ʜʜʜʜʜʜʜ 上ੴ　修ೋ・ҏ౻　จ෉
 92 部 会 報 告　૬మ・+R 直௨ઢ，西୩トϯωϧଞࣄ޻見ֶձ ʜʜʜʜʜʜʜʜ 建ઃۀ部ձ
 94 部 会 報 告　  *S0�5$ 195�8G 9（建ઃ用ػցٴͼ装置ઐ໳ҕһձᴷࣗ૸ࣜಓ路建ઃ用ػց

の安全）෹国・Ϙϧドʔ国ࡍ 8G ձٞ報告 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ඪ४部ձ
 99 新工法紹介 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜػ関ࢽฤूҕһձ
 101 新機種紹介 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜػ関ࢽฤूҕһձ
 108 統　　　計　  平成 25 年度ެۀࣄڞ関܎予ࢉ 

 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜػ関ࢽฤूҕһձ

 116 統　　　計　建ઃࣄ޻ड஫ֹ・建ઃػցड஫ֹのਪҠ
   ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜػ関ࢽฤूҕһձ
 117 行 事 一 覧（2013 年 9 月）
 120 編 集 後 記 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ（ٱอ・ޱݪ）




